
犬
道
園
部
守
円
周

=
?
-
a努
-
-
一
司
圃
慣
噛
耳
可
《
恒
B
-
圃
一
回
現
骨
》

辛子電重量日一 月一年二内示日 t陪

禁

第
十
九
回
圏
際

続
計
協
曾
禽
議

記

怠

特

輯

競

開

載

園
際
労
賃
統
計
・
・

-
-
t

・
・
・
・
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ツ
ア
ー
ン

統
計
撃
に
於
け
る
将
来
の
領
域
・
・
・
・
コ
ラ
ド
・
ヂ
ニ

保
護
関
税
の
合
理
化
・
・
・
・
・
・
・
・
法
撃
博
士
一
柳
戸
正
雄

南
満
洲
に
於
け
る
我
租
税
制
度
-
-
-
-
寝
室
博
士
汐
見
三
郎

租
税
滞
納
の
統
計
的
親
察
・
・
・
・
-
経
済
事
士
中
川
典
之
助

哨
椛
に
よ
る
者
別
出
生
ポ
山

H

山
咽
文
県
内
二
四
川
旧
山
山
崎

一
一
時
以
農
村
人
口
及
農
村
状
態
論
一
推
算
鰐
重
博
士
本
庄
柴
治
郎

園
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
の
司
、
謬
・
経
湾
事
士
岡
崎
文
規

正
米
相
場
と
期
米
相
場
と
の
相
閥
々
係
・
経
済
畢
士
谷
口
古
口
彦

米
穀
の
需
要
に
就
い
て
・
・
・
・
・
経
済
一
摩
土
人
木
芳
之
助

統
計
事
の
課
題
託
景
気
愛
動
の
研
究
終
消
墜
士
略
川
虎
ゴ
一

フ
ラ
ン
ス
長
け
る
景
気
建
動
環
測
論
・
・
経
済
墜
士
松
岡
孝
見

金

融

統

計

特

に

逼

貨

崎

計

に

就

い

て

・

終

降

墜

土

中

谷

賢

失
業
統
計
の
方
法
に
つ
い
て
・
・
・
・
経
一
海
底
宇
土
盆
田
龍
雄

保
喰
さ
統
計
及
統
計
事
・
・
・
・
・
・
・
抑
議
事
博
士
小
島
昌
太
郎

比
較
研
究
法
三
統
計
の
比
較
・
・
・
・
法
第
一
博
士
財
部
静
治

榔
拡
一
割
吋
一
一
一
記
念
講
潰
曾
及
統
計
圃
書
展
覧
曾
記
事

同
統
計
闘
書
展
覧
曾
出
品
目
録



記
念
講
演
舎
及
統
計
国
書
良
質
曾
記
事

第
三
十
二
巻

二
八
四

第
一
放

糊
計
蹴
倒
諜
記
念
講
演
曾
及
統
計
園
書
展
覧
曾
記
事

昭
和
五
年
九
月
東
京
に
於
て
岡
際
統
計
協
曾
々
議
が
開
催
せ

ら
れ
に
。
法
に
簡
躍
に
そ
の
泊
革
ぞ
苓
沿
れ
ば
、
始
め
、
近
山

統
計
型
組
ケ
ト

ν
i
の
努
力
に
よ
今
一
八
五
一
二
年
閲
際
統
計
曾

議
第
一
回
を
プ
ラ
ッ
セ
ル
に
開
催
し
・
そ
の
後
各
地

ι於
て
悶

か
れ
た
の
E
め
る
が
、
一
八
七
八
PT
↑
そ
め
明
日
J
A
W

掛
化
し
ト
ケ
心

潟
、
解
散
の
止
行
な
き
に
至
つ
士
。
然
し
一
八
八
五
年
以
来
再

び
世
界
に
於
け
る
統
計
曲
学
旧
作
及
統
計
界
の
樺
成
者
ぞ
曾
員
と
し

て
、
闘
際
統
計
に
関
す
る
最
高
の
機
関
が
成
立
し
、
一
八
八
ヒ

年

?
l
?
に
そ
の
第
一
回
国
際
統
計
協
曾
々
議
や
開
い
に
の
で

あ
る
。
此
く
て
繭
来
隔
年
毎
に
世
界
各
国
に
於
て
開
催
せ
ら
れ

我
固
は
一
八
九
九
年
の
第
七
回
曾
議
よ
り
毎
回
政
府
委
員
ふ
笠
淑

遺
し
て
居
る
。

一
九
二
九
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル
ソ

l
に
於
て
第
十
八
回
曾

議
が
閲
か
れ
、
今
一
九
コ
二
年
に
弐
回
が
ス
ペ
2
1

ン
の
7

ド
リ

ツ
ド
に
於
て
開
催
せ
ら
る
る
筈
で
あ
つ
に
が
、
我
図
の

E
曾
員

柳
津
伯
爵
の
翠
力
に
よ
り
臨
時
に
一
九
一
二

O
年
に
東
京
に
於
て

曾
議
を
開
く
事
と
し
、
此
を
第
十
九
回
曾
議
と
し
、
一
九
三
一

年
の
?
V
リ
ツ
ド
に
於
け
る
曾
議
や
第
二
十
回
曾
議
と
す
る
事

と
ほ
っ
」
E

i
i
'
j
 

昭
和
五
年
九
月
ト
五
日
よ
り
第
十
九
回
間
際
統
計
協
曾
々
議

の
東
京
に
於
て
開
催
せ
ら
る
る
や
、
我
固
よ
り
は
下
出
師
、
柳
津

雨
疋
曾
員
J
T
始
め
と
し
て
、
八
十
徐
名
の
統
計
理
者
並
に
統
計

{
裁
が
判
的
品
?
ζ

し
て
ん
明
可
能
い
列
時
し
大
の
一
げ
お
ゐ
山
川
、
本
格
よ

り
は
榊
戸
、
財
部
、
本
庄
、
汐
見
の
四
数
授
並
に
賂
川
助
教
授

河
田
講
師
が
招
待
せ
ら
れ
に
。
命
そ
の
他
本
早
開
係
者
と
し
て

は
前
教
授
現
大
蔵
政
務
究
官
小
川
郷
太
郎
氏
、
前
講
師
現
彦
根

高
等
商
業
曲
学
校
教
授
附
崎
文
規
氏
が
招
待
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
出
削
神
戸
、
本
圧
、
汐
見
の
=
一
教
授
は
曾
議
に
左
の
論
文
を

提
出
し
k
u

-)H10「・

阿
国
吉
一
括

同町一=明

Z
ロ円]巾ロ円一可

二
八
四
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N
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日
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記
念
講
演
舎
及
統
計
岡
書
展
賢
曾
記
事

丹
市
ヨ

-
r山
門
司
角
川
一
円

-
r
L
E
-
J
F
1。
ユ
『
目
立
山
内
巴
ロ
ロ
ヨ
リ
『
の
円
]
】
C
の

rd河
内
『
伶
}
】
円
円
何
回
(
川
町
戸
何
回
押

mw

(LXZ321mnymHMf何
回

N口
当
《
岸
]
内
ョ
・
出
回
品
目

n
r
r
-
s
u
F
U
F
Q白

}
Z
N円

L
P
4。
巴

ロ
内
向
〕
司
自
宮
間

F
品
凶
器

4
r

コ乙
2

Z

2〕
日
河
口
白

L
-
Z
2
2自
己
件
。

4
2口
。

r
E
2】

者
一
命
門
島
内
阿
国
・

火
い
で
汐
見
教
授
の
摺
介
あ
り
て
、
ツ
ア

l
ン
教
授
は
、
「
固

際
弊
貨
統
計
」
に
つ
き
で
凡
そ
一
時
間
に
沙
る
濁
語
の
熱
心
な

る
講
演
ゃ
な
し
に
。
次
に
戸
二
…
救
出
向
は
高
旧
数
授
の
紹
介
セ
、
7

け
て
「
統
計
患
に
於
け
る
将
来
の
領
域
」
の
題
下
に
英
語
の
朗
読

融
抗
ゃ
な
し
、
小
品
部
長
の
問
曾
の
酔
あ
り
て
此
の
時
大
な
ゐ

講
演
舎
を
終
つ
に
。
(
矧
耕
輔
)

間
曾
後
新
城
線
長
主
催
の
下
に
雨
教
授
の
激
迎
曾
を
催
し

た
。
そ
の
出
席
者
は
ツ
ア
l

ン
、
ヂ
ニ
一
削
教
授
を
始
め
と
し
、

内
閣
統
計
局
長
長
谷
川
氏
、
理
由
申
部
園
教
授
、
松
本
教
授
、
間

内
教
授
、
臨
閏
墜
部
舟
岡
教
授
、
木
原
教
授
、
農
製
部
黒
正
教
授

大
限
商
大
事
長
河
田
博
士
、
本
製
部
神
戸
、
財
部
、
本
庄
、
小

島
、
汐
見
、
高
田
の
六
教
授
、
作
田
、
谷
口
、
八
木
、
路
川
の

四
助
教
授
、
山
一
序
書
記
官
で
あ
る
。
(
時
一
一
間
)

夏
に
十
月
九
日
午
後
一
一
一
時
よ
り
第
二
教
宗
仁
於

τ同
じ
く
曾

議
に
出
席
さ
れ
し
悌
国
の
で
ミ
ア
ン
教
授
を
轄
し
て
特
別
講
演

曾
を
聞
く
。
小
島
部
長
の
紹
介
の
辞
あ
り
、
高
田
教
授
の
通
話

の
下
に
「
賃
銀
の
経
済
理
論
」
に
付
き
二
時
間
半
の
長
時
間
に
渉

第
三
十
二
巻

第
一
波

二
八
六

ノ、
_L_ 
p、

り
悌
語
に
て
講
演
せ
ら
れ
、
午
後
五
時
半
盛
曾
裡
に
閉
曾
し
た
。

同
夜
経
済
製
曾
主
催
の
下
に
同
教
授
の
歓
迎
曾
を
催
し
た
。

叉
突
に
我
経
済
摩
曾
に
於
て
は
統
計
曾
議
出
席
者
の
入
洛
ぞ

期
と
し
て
、
九
月
一
一
十
二
、
=
一
雨
日
に
渉
り
本
館
大
ホ

1
1
w
に

於
て
主
と
し
て
一
九

O
O年
以
前
の
刊
行
に
か
か
る
欧
文
統
計

同
書
の
展
浬
曾
を
閣
催
し
に
。
然
し
統
計
協
曾
々
員
の
著
書
は

そ
の
以
後
の
も
の
と
雌
ち
之
守
集
め
、
向
日
本
に
閥
す
る
厭
丈

統
計
園
者
を
も
出
品
し
て
、
合
計
約
五
百
部
の
多
数
に
上
つ
七
。

と
乃
抵
抗
完
笠
守
二
土
日
出
司
怯
ス
ソ
ヨ
糸
を
妃
f
h
し
に
が
.
比
己

f
F
l
f
L
m
w
p叩
d
n
E」

-dqh
‘1
v
l
I
F
E
U
-
=一l
r
、t
1
4叫

J

d

百
F
Z
I

、

t

7

!

」
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修
五
ぞ
加
へ
て
本
誌
の
巻
尾
に
添
附
す
る
事
と
し
に
。
同
展
覧

曾
は
本
皐
法
経
国
書
室
の
蔵
書
及
び
同
じ
く
誠
一
昔
た
る
?
f
T

I
文
庫
、
ピ
ユ
ツ
ヒ
ヤ

l
文
庫
の
岡
蓄
を
主
蹴
と
し
‘
夏
に
大
政

商
科
大
事
蔵
書
、
ソ
ム
バ
ル
ト
文
庫
、
本
思
疎
開
千
部
数
問
中
教
室
、

醤
皐
部
解
剖
出
暗
殺
宗
等
よ
り
も
出
品
せ
ら
れ
、
個
人
と
し
て
は

本
製
部
教
授
助
教
夜
、
山
口
高
尚
の
向
井
教
授
、
大
阪
商
大
高

商
部
木
村
教
授
、
彦
根
高
商
岡
崎
教
授
、
小
川
大
蔵
政
務
吹
官
、

藤
本
ピ
ル
プ
ロ

l
カ

l
の
谷
村
氏
等
よ
り
も
川
口
問
せ
ら
れ
て
、

貫
に
統
計
墜
の
古
今
の
粋
を
蒐
め
に
も
の
で
あ
つ
に
。


